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1. はじめに 

地域交通は、地球規模での環境問題への対応（カーボン

ニュートラルの実現等）、近年頻発する大規模台風・震災等

の激甚災害への対応、国家・経済安全保障に対応する国の

強靭性の向上、地方創生・分散型国土づくりなどの国家的

課題に貢献する重要な社会基盤である。また、地域住民の

通勤・通学、通院等の日常生活や経済活動の基盤であると

ともに、地域住民のウェル・ビーイングを実現し、シビッ

クプライドを向上させるまちづくりの重要なツールであり、

地域の魅力・地域力による定住移住にも貢献する地域社会

の維持・存続に必要不可欠な重要な社会基盤である。 

一方、我が国において、地域交通は基本的には民間企業

にゆだねられており、法制度についても民間事業者の自由

競争を前提として整備されている。このことは、人口増加、

経済成長により交通移動のマーケットが拡大等している時

期においては、利用者のサービスの利便性向上に対して有

効に働いていたが、三大都市圏を除く地方部においては、

人口減少に加えて自動車移動が中心となる等により公共交

通の採算が取れず、赤字が拡大し、路線の廃止も進むなど、

地域交通の維持は困難な状況となっている。運転手不足と

ともに、独立採算を前提としたバス、タクシー等の経営は

益々厳しく、担い手となる企業自体の存続や、交通サービ

ス水準の維持が困難な地域が広がってきており、単に赤字

補填を続けていくだけでは地域社会に見合った交通サービ

ス水準の確保につながらず、限界がある。 

 本調査は、地域交通を維持し、地域にとって必要な交通

のサービス水準確保に対して、運転手不足等、供給者側の

課題解決の手段のひとつとして、近年技術進化が著しい自

動運転技術に着目し、先進的な取組を行っている海外事例

の情報収集を行うことを目的に実施した。中でも、公共交

通政策が進んでいる欧州に着目し、地域の交通政策の中で

自動運転をどのように位置づけ、どのようなロードマップ

を描いて社会実装していくのか、欧州でいち早く公道でレ

ベル 4 の実証実験を開始したエストニアにおいてヒアリン

グを含む現地調査を行った。本報告は 2023年 12月時点の

ものであり、その後更新された情報については未反映であ

ることに留意されたい。 

 

2．エストニアの基本情報 

⑴ 国土とバス・コーチ輸送量 

 エストニアは欧州の東側に位置し、国土は 4.5 万㎢（日

本の約 9分の１）、人口は約 136.5万人（2023年 1月）で

ある。また、首都タリンの人口は約45万人（2023年1月）

となっている ※1。表1に、2019年におけるEU各国のバス・

コーチ（eurostatにデータが存在する国のみ）と日本のバ

ス（乗合・貸切）の国内輸送量（百万人キロ）を示す。エス

トニアの国内輸送量はEU各国や日本と比較して小さい。 

※1 外務省データ 

表1 2019年におけるバス・コーチの国内輸送量（百万人キロ） 

 

（出所）Eurostat・自動車統計年報データ1)を加工 

⑵ エストニアの自治と公共交通に対する各組織の役割  

エストニアは中央政府と地方自治体レベルに分かれてお

り、国の行政単位として、全国を 15 の県（County）に分

けている。地方自治体レベルとして、タリン市を含む15の

【欧州】 
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都市型自治体（Linn）と 64 の農村型自治（Vaid）に分か

れている（図1）。 

中央政府の組織として、交通行政（バス等）は、地域問

題・農業省（Ministry of Regional Affairs and Agriculture）

の公共交通局（Public Transport Department）と、気候省

（Climate Ministry）の交通部（Transport Administration）  

が所管している。公共交通局は、エストニアにおける公共

交通のネットワークの最適化等、各自治体及び全国の公共

交通の開発を調整する役割を担っており、交通部は道路の

管理やモビリティの計画、安全性確保等の役割を担ってい

る。また、国レベルの公共交通は、事業者が申請して、地域

問題・農業省の公共交通局が承認している。県レベルの公

共交通は、県内自治体との協力のもと、国により運行され

ており、地域の重要な拠点を結ぶことを目的としている。

各市、村レベルの公共交通は各自治体が所管している。な

お、自動運転関連の政策は交通部が扱っている。 

 

図1 自治体の役割分担2)3)4) 

 

 

 図2 タリン市の組織5) 

 

⑶ ヒアリング調査 

 現地にてヒアリング調査を実施した組織を表2に示す。 

①  Tallinn Transport Department 

タリン市の交通局であり、タリン市内の公共交通を所管

し、許認可などを担っている（図2）。また、タリン市内の

近郊で運行されている交通機関から発生する CO２の発生

に関しても責任を持っている。タリン市内の公共交通機関

利用総数は、国全体の利用総数の年間約 2 億トリップに対

し、1億4000万から１億5000万トリップであり、国全体

の約75％を占めている。 

②  Auve Tech社 

乗客や物資を輸送するための自動運転システムの開発・

製造に特化して取り組んでいる。自動運転車両の開発、遠

隔操作の管理等、幅広いサービスを提供している。 

 

表2 ヒアリング調査対象の組織 

ヒアリング先 区分 

TallinnTransport Departmment 行政 

Auve Tech社 メーカー 

 

 

図3 タリン市運輸局 

 

 

図4 Auve Tech社の自動運転車 

 

3．運転手不足の課題と自動運転政策の状況 

⑴ 運転手不足の状況 

①  欧州全体としての状況 

IRU（International Road Transport Union）のレポート

6)5)によると、2023年時点で、欧州全体で、10万5千人の
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バス・コーチの運転手が不足しており（図5）、欧州の道路

旅客会社の82％以上が、運転手の補充に深刻な、あるいは

非常に厳しい問題を抱えている。新型コロナウィルス流行

収束後、バス・コーチ輸送需要の急増（道路旅客輸送収入

は2021年から2023年にかけて10％増加）は、運転手に対

する需要を増大させている一方、業界が新たな人材を確保

するのは依然として厳しい状況である。賃金面で言えば、

多くの国では運転手の賃金が良く、若者の失業率が高い状

態が続いているにもかかわらず、24歳以下の若いドライバ

ーの割合は低い（貨物輸送では6％、旅客輸送では5％）た

め、若者にとって魅力のない産業となっていることが伺え

る。 

運転手の不足によって、事業者の75％が「需要に見合っ

た事業拡大ができない」、57％の事業者が「2022年のディー

ゼル燃料価格の大幅な上昇に加え、運転手のコスト上昇に

直面している」とのデータもある。また、オーストリアや

イタリアなどでは、運転手不足が原因ですでに廃止されて

いる公共交通路線もある。 

もし、運転手を確保するための対策を講じなければ、欧

州では 2028年までに 27万 5,000人以上のバス・コーチの

運転手の不足が発生する可能性がある。 

 

（出所）IRUレポート6)5) 

図5 バス・コーチの運転手不足と売上高 

 

②  エストニアの状況 

ヒアリングでは、タリン市当局、Auve Tech社ともに、

エストニアにおいて、公共交通機関における運転手不足の

問題意識があり、運転手の高齢化や、運転手の仕事が魅力

的ではないため、なり手がいないという課題がある、と述

べていた。原因としては、運転手の給与が高くないことや、

エストニアでは冬の厳しい天候の中、大変な仕事であるこ

とがその理由であるとのことであった。運転手の給与につ

いては、エストニア国内水準はクリアしているが、税引き

前で平均1,800ユーロ相当（2023年12月1日のレートで

おおよそ29万円）とのことであった。 

EU の統計 6)においては、2022 年時点で EU では 610

万人が運輸部門で働いており。10人に9人（89.6%）が陸

上輸送（道路や鉄道など）、5.6%が航空輸送、4.8%が水上

輸送（内陸水路や海運）に従事している状況で、さらに、運

輸部門に雇用される人の年齢を見ると、半数（50.0%）が30

～49 歳、37.9%がそれ以上（50～64 歳）、12.1%がそれ以

下（15～29 歳）となっており、30～49 歳のシェアは経済

全体とほぼ同じであるが、高齢労働者の割合が高く、若年

労働者の割合が低いということが明らかになっている。さ

らに、エストニアでは、運輸部門に雇用される人の半数以

上が 50～64 歳となっており、ヒアリング内容と一致して

いる（図6）。 

 

（出所）EU統計6) 

  図6 運輸部門従事者の年齢内訳（2022年） 

 

 公共交通機関の運転手の高齢化と若年層のなり手が少な

いという問題を抱えており、給与水準については、国内の

水準を上回っているエストニアの状況については、同業種

での比較ではないものの、バス運転手について、高齢化が

進み、また、給与水準がやや全産平均を上回っているにも

関わらず運転手不足が深刻化しつつある我が国の状況と、

類似点があるように感じられた。（図7） 

 
（出所）賃金構造基本統計調査-厚生労働省を加工 

図7 我が国における業種別賃金比較 
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⑵ 自動運転政策 

 運転手不足に対して自動運転車の導入は一つの解決策と

して考えられるが、タリン市当局では、導入に向けたロー

ドマップは描けていない、また、現在のタリン市当局の取

組としては、自動運転の協力会社が市の公共交通機関を自

動化する際のプロセスを支援している程度にとどまってい

る、とのことであった。欧州でいち早く公道でレベル 4 の

実証実験を開始する等、自動運転に対して先進的な取組を

行っているエストニアであっても、公共交通の自動運転化

については未だ手探りの状況であり、今後の動向を注視す

る必要がある。 

 

4. その他 

 タリンの交通機関は、市民に対し無料で提供されている。

公共交通の無料化は完全に政治的な判断に基づき実施され

たものであり、タリン市内の交通のランニングコストは、

毎月 1,000万ユーロ相当（2023年 12月 1日のレートでお

およそ16億円）となっているとのことであった。 

 

 

図8 タリン市内のバス 

 

 

図9 タリン市内のトロリーバス 

 

図10 タリン市内のトラム 

5．終わりに 

 今回の調査では、ＥＵ、エストニアにおいてもバス等の

運転手不足という問題を抱えており、さらにエストニアに

ついては、高齢化や若年者のなり手不足という我が国と共

通する課題を抱えていることが明らかになった。また、運

転手不足の対応方策としての自動運転については、実証段

階であり、タリン市当局ではロードマップを描き切れてい

ないという状況であった。今後もＥＵや同国の運転手不足

への対応方策を注視することは、有意義であると考えられ

る。 
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